
○私にも姉がいるが、あまり２人の思
い出はありません。小さい時の写真をた
まに見ますが、あまり２人で写っている
写真がありません。今も一緒に家にいる
にも関わらず、１日に一言しゃべるかし
ゃべらないか、一言しゃべれば十分と思
っています。しかし、助けられているこ
とはたくさんありまます。３年前の姉が
受験の時、推薦で落ちてしまったのを見
て、姉よりも頑張って志望校に合格する
というひそかな私のエンジンになってい
ました。姉も今大学受験前でストイック
になっていますが、私も受験が終われば
姉に少し感謝の気持ちでも伝えようと思
います。

○私も１つ上の兄がいて、今ではケン
カばかりだけど、昔は仲良かったことを
思い出しました。今はお互い思春期だか
らちょっとした事でケンカになったりす
ることが多いけど、家族なので大切にし
たいと思いました。母も父も毎日たくさ
ん家事や仕事をしてくれて、支えてくれ
ているので、いつもなかなか反抗ばっか
りしてしまっているけど、たまには感謝のことばをかけないとなと思いました。

○私は弟や妹の兄弟がいない。いなくても家族との関わりを大切にすることは出来ると思う。
今、家で家族と進路に向けて話し合う時間は多くなっている。その時に自分の意見と家族の意
見が対立することがあり、そのたびにケンカをしてしまう。でも進路実現のために家族は応援
してくれているのだから、自分が応えられるようにしたい。家族がいることも大切だし、楽し
く明るく生活できているのも家族がいるからだと思う、お母さん・お父さんが家族で良かった
からそれを大切にしたい。

○身近な存在の大切さは忘れてしまうと書いてある所を見て、確かにそうだなと思いました。
好きな曲に心を支えてもらったのに、少ししたら題目を忘れてしまうことがよくありました。
それは人のこともそうだと思いました。私はまだ小、中学校しかいってないので、大切さを覚
えているけど、これから高校、大学、社会人になるにつれ、仲の良い人も変わり、忘れてしま
うかもしれないと思いました。なので、関わる人との関係を良くして、良い思い出を作ってい
きたいです。

○私も妹と弟がいてすごく共感しました。６歳下の弟とはよくけんかをしてしまいます。ケン
カをしているときは顔も見たくないと思うときもあるけど、もし本当にそうなってしまってし
まったら、私はきっと何も手につかなくなってしまうと思う。身近な存在は自分では気づかな
くても自分にとってはとても大切で大きな存在なんだなと思いました。

○この記事を読んで、私もいつも姉や妹とケンカをすることが多いが、家族は大切な存在であ
ることを改めて感じました。私も昔の写真を見て、姉や妹がとてもかわいいなと思ったことが
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あります。その写真を撮った当時は、今のようにけんかもたくさんしていて、かわいいなど思
ってもいなかったけど、その頃がもう今は「昔」になって少し寂しさを感じます。だから私も
今この時がすぐに「昔」へと変わってしまうから、家族や友達、大切な人との関わりを今より
もっと大切にしていきたいです。

○今も、いつのまにか過去となってしまう。過去から今の自分を振り返ってみて、損のないよ
うにしたい。これから高校受験だけでなく、大学受験、就職などで、自分の進路が開けてくる。
進路を終えてから後悔しないように、今を頑張りたいと思う。「今を大切に日々成長‼」

○私はこの記事を読んで、私は姉と兄がいて、年上なので写真でしか見たことがないけど、昔
はかわいく、顔立ちが幼かったけど、成長していくにつれて大人っぽくなってきています。家
では、姉が笑ったりしゃべってくれるおかげで、凄く明るくなります。私は家族は大切で、い
つも支えてくれる人たちだと思います。一人一人が大切な役目を持っているから、一人も欠け
たらだめだと思いました。

○僕はその気持ちがよく分かります。人は成長していって、だんだん変化していきます。昔は
かわいかったのに、時が過ぎていくうちに、うっとうしがられる。思春期になると、親を無視
したり、にらんだりする。そうやって今の自分がある。段々かわいくなくなっても、優しく接
し合い、家族との関わりを大切にしていかないといけないと思った。この家族で良かったと、
そう思えるようになりたいと思います。

○前の道徳の時間でもやったけど、家族は大切にしないといけないと思った。自分も弟がいる
けど、よく考えれば前はもっとけんかをしていたような気がする。それも、仲良くなったとい
うよりは、今の方が話す時間が減ったという意味だと思う。結局生まれてから死ぬまで、一番
長く一緒にいるのは家族なのだから、けんかしてばかりではなくて、楽しく笑い合える存在で
ありたいと改めて思った。また、今までも自分が大変なときに、ずっと支えてきてもらってい
たから、これからは家族が大変な思いをしているときに、その思いを分かち合って支えていけ
るような人間になりたい。

○私たちの学年でも「今を大切に」という事を紙に書いて貼っています。今しか感じられない
ことがあるし、後々「あのときああしていれば・・」など、時には後悔もあると思います。今、
身のまわりにいる大切な人と、いつ何が起きるか分からないので「今を大切に」という言葉は
素晴らしいと思います。

○過去のことを「今」思い出して「今」後悔してしまうのであれば、過去の失敗を「思い出」
として捉えれば良いと思う。僕はそうしている。過去のことを悔やんでも、特に変わることが
ないので、あまり考えず、未来へつなげる事が大事だと思う。

○後々後悔しても遅いと思うからしっかり今を大事にして身近な人と仲良く接したいと思う。
むかついたり、ケンカしたことがあるかもしれないけれど、それも一種の「思い出」だと思う。
悪い思い出、良い思い出、どちらにしても「昔」の事になると思う。大人になってふりかえっ
たり、思い出す時に、一番悪い思い出、一番良い思い出で順位もつけず、全部楽しかった、こ
の人と家族だからこそ出来たと胸を張っていえるようになりたい。今は一緒に居れるのが当た
り前になっているけど、いつかその当たり前だった人が急にいなくなるかもしれないし、と思
う時がある。だから少しの時間でも家族、友達、後輩、先輩たちと仲良くしたいと思った。

○たしかに大切な人の存在は、身近にありすぎるとその重要さに案外気づかないものかもしれ
ないと思った。家族という自分と血がつながっていて、自分の味方ともいえる人たちのありが
たさが当たり前のものだと思っているときもあると思う。この人の言うとおり、“今”がいつ
か“過去”に変わってしまうのは避けられないことだけど、それを心に留めておき、家族だけ
でなく友達と過ごす時間すべてを大切にかみしめたいと思った。


